
順位 都道府県 獲得点

1 東京都 722.5

2 長野県 543

3 北海道 505

4 神奈川県 488.5

5 埼玉県 444

6 福井県 391.5

7 愛知県 390

8 大阪府 376

9 新潟県 314

10 福岡県 308.5

２７日終了時点での総合成績

（参加点１０点を含む）

魅せろ！TEAM FUKUOKAの底力！
9月28日（金） Vol.10

お

国体の情報については、大会ホームページ（http://fukui2018.pref.fukui.lg.jp/）より、ご覧ください。

※Facebookにおいても情報発信を行っています。「ふくおかスポネット」で検索してご覧ください。

【発信元】福岡県立スポーツ科学情報センター スポーツ推進課 企画情報係

インカレ覇者 貝原涼太 ポイントレースも制す！
競技３日目、貝原涼太選手（日本大学）が今大会２度目となる表彰台の頂点に立った。成年男子のポイントレー

スの決勝は３０km。周回５周ごとに上位４名までにポイントが加算されていく。４００ｍトラック７５周の長丁場であ

るが、持久力だけでなく一瞬の瞬発力、ライバルとの駆け引きなど奥が深い種目である。本年度のインカレ・ポイ

ントレースの覇者である貝原選手は、数名の強豪選手から厳しいマークを受けるも、前半で２回、トップ通過を果

たし、レースの主導権を握り、最後まで走り切った。このレースには、ナショナルチームのメンバーも参加していた

が、最後まで寄せ付けなかった。貝原選手は、「もともとは２０２０ではなく、２０２４のオリンピックに照準を合わせ

ていた。」と言うが、ここ最近の活躍ぶりから、今後は、『東京』も視野に入れた強化に期待がかかる。

３年連続競技別天皇杯獲得なるか!?
２７日終了時点で、本県自転車競技チームは、参加点１０点と競技

得点４８点を獲得している。昨年、総合９１点で天皇杯を獲得してい

るだけに、周囲の期待も大きい。しかし、今年は地元福井県が、現在、

【ポイントレースを制した貝原選手】

そんな貝原選手は、実は、ここまでの自転車競技人生は順風満帆ではなかっ

たという。高校から競技を始めて３年生の春頃までは、思うように成績が伸びず、

女子選手と一緒に走ることも多かったそうだ。転機が訪れたのは、高校の先輩

である鶴 良生 氏（現在は競輪選手）からのアドバイスであった。練習内容やト

レーニング方法、栄養面、コンディショニングなど、多くのことを学び、『取り組む

意識』が劇的に変わったという。そして、大学へ進学し、メキメキと頭角を現し、国

体を制するまでになった。まだまだ伸びしろがある貝原選手に今後も注目したい。

また、少年男子のポイントレース（２４km）では、兒島直樹選手（祐誠高校）が５

位入賞を果たした。ケイリン準決勝においては、女子の児玉選手（日本競輪選

手会福岡県支部）、少年男子の上野矢竜選手（祐誠高校）が６以内入賞を確定

させ、決勝へ進んだ。成年男子の梶原海斗選手（中央大学）は、明日の７～１２

位決定戦へと回った。さらに、女子スクラッチ（６km）予選では、内野艶和選手

（祐誠高校）が余裕の走りを見せ、２位通過で明日の決勝に臨む。

順位 都道府県 獲得点

1 福井県 82

2 福岡県 58

3 岐阜県 43

4 大分県 40

5 和歌山県 35

6 東京都 34

18 茨城県 19

22 千葉県 13

25 神奈川県 11

26 北海道 10

*黄色は、昨年の結団式で示したライバル県

２７日終了時点での自転車競技の総合

得点順位（参加点１０点を含む）

総合８２点と抜

けており、２８

日のトラック最

終日、そして、

２９日のロード

と、強みを残

すFUKUOKAの

逆転に期待が

かかる。
２８日晴天に見舞われた福井であるが、強

い勢力をもった台風２５号の影響で気温も大

きく下がる予報になっている。天気・気温の

急な変化に対して、万全のコンディションを整

えられるよう準備しておくことも大切である。

福井市

敦賀市

（９月２８日（金）１１：００現在 Yahoo!天気）


